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　庚申堂周辺は、現在住

宅化され、多くの人たち

が住むようになったが、

５０年くらい前は、農家が

点在し静かな場所で、街

の人々が散歩を楽しんで

いた。境内には、庚申堂

の秋の歌碑もある。

　正保２年（１６４５）に

上井川が完成し、原野で

あった山田町の開墾に着

手したが、人夫に傷つく者、病にかかる者、恐れ

て逃げる者などが出て、工事は難航した。このた

め、２代土佐藩主山内忠義は、山田野地天台宗修

験者宝蔵院天光に命じ、摂津国天王寺の青面金剛

を迎えて庚申堂を建立した。土地は鎮められ事業

は完成し、山田野地町は人が住めるようになった

と大聖青面金剛供御祈祷御礼箱に記されている。

　弘化３年（１８４６）、庚申堂は老朽により再建

され、山内家の家紋を彫刻し、１２代藩主山内豊

資より大聖青面金剛の額を賜ったと記録され厨子

の前面に掲げられている。現在のお堂は昭和４５

年に広く寄付を呼びかけ再建された。

　庚申とは中国の道教から始まった考え方で、人

の身体の中には黒・青・白の三尸の虫がいて、暦

の６１日目にめぐってくる干支※の庚申の夜、人が

眠っている間に身体から抜け出して天帝にその人

の悪事を報告し、その罪の軽重によって寿命が短

縮されると言われている。そこで、三尸が抜け出

さないように庚申の夜は眠らずに過ごすという庚

申待ちの風習が我が国でも平安時代から行われ、

江戸時代に庶民に広まり、道教・仏教・儒教とが

結びつき、各地に庚申塔・お堂が建立された。

　庚申堂は申の日のお祭りが現在も受け継がれて

いる。境内にはえびす大黒様もあり、近年までは

夜祭りがにぎやかに行われていた。

（香美史談会）

※古く中国で生まれ、十干と十二支で６０組の組

み合わせができる。日本でも、年日・時間・方位

を表すものとして用いられていた。１回りが６０

年なので、数え年の６１歳は、生まれた年の干支

に戻ることから、還暦（暦が還った）という。

▲庚申堂（右）とえびす大黒様（左奥）

◆
香
北
中
学
校
生
徒
会
よ
り

廃
品
回
収
に
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
30
日
の
廃
品
回
収
で
は
、

地
域
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

約
30
万
円
の
収
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
金
は
私
た
ち
が
学
校

生
活
の
中
で
必
要
な
も
の
を
買

っ
た
り
、
部
費
と
し
て
大
切
に

使
い
ま
す
。
大
き
な
事
故
も
な

く
無
事
廃
品
回
収
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
。
回
収
す
る
中
で

応
対
が
不
充
分
な
生
徒
も
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
笑
顔
で
接
し

て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
は
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

朝
早
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

次
回
の
廃
品
回
収
は
、
12
月

12
日
（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
回
収
品
目
は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ア
ル
ミ

缶
・
一
升
瓶
・
ビ
ー
ル
瓶
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
お
知
ら
せ
用

紙
の
配
布
に
お
伺
い
し
た
り
、

放
送
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
香
北
中
学
校
生
徒
会
）

◆
読
者
の
感
想
（
第
２
回
か

み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

表
紙
の
写
真
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

見
や
す
い
広
報
だ
と
思
い
ま
す

が
、
誕
生
と
ご
冥
福
を
別
の
ペ

ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

市
民
に
と
っ
て
は
行
政
の
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
個
人
的
に
は

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
か
み
を
ト

ッ
プ
に
載
せ
て
ほ
し
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

ク
イ
ズ
の
解
答
を
、
広
報
の
中

か
ら
読
ん
で
探
す
の
で
楽
し
い

し
、
今
ま
で
読
ん
で
な
か
っ
た

所
も
見
る
の
で
、
こ
ん
な
事
が

あ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

数
よ
り
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
数
が
少
な
い
の
が
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

財
政
難
の
お
り
、
紙
の
質
を
も

う
少
し
お
と
し
て
み
て
は
？

◇　
　

◇　
　

◇

か
み
か
み
ク
イ
ズ
と
て
も
良
い

ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
応
募
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
い

く
ら
が
ほ
し
い
！

◇　
　

◇　
　

◇

色
々
と
大
事
な
事
が
載
っ
て
い

て
助
か
り
ま
す
。
季
節
感
も
あ

っ
て
い
い
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

市
民
セ
ミ
ナ
ー
に
も
広
報
で
情

報
を
知
り
、
で
き
る
だ
け
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

あ
じ
さ
い
の
写
真
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

表
裏
カ
ラ
ー
が
す
ご
く
良
い
。

◆
庚
申
堂
の
夏
ま
つ
り

　

皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
で

お
参
り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
９
月
７
日
（
火
）

【
場　

所
】
庚
申
堂
（
土
佐
山

田
町
秦
山
町
）

【
祭　

事
】

大
黒
様
10
時　

八
王
子
宮
宮
司

庚
申
堂
11
時　

予
岳
寺
住
職

※

当
日
は
21
時
ま
で
開
帳
。
出

店
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
秦
山
町
３
丁
目
町
内
会
）

楽
し
い
読
み
も
の
。

◇　
　

◇　
　

◇

大
変
あ
か
の
抜
け
た
広
報
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
出
来
事

が
一
目
瞭
然
に
分
か
っ
て
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

ご
応
募
・
ご
感
想
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見
は

今
後
の
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
韮
生
稲
荷
ま
つ
り
中
止

の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
の
韮
生
稲
荷
ま
つ
り

（
８
月
第
２
土
曜
日
開
催
）
は
、

８
月
14
日
の
奥
物
部
湖
湖
水
祭

と
同
日
開
催
と
な
る
た
め
中
止

致
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

韮
生
稲
荷
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
香
美
市
商
工
会
香
北
支
所
内
）
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私
は
知
能
機
械
工
学
博
士
後

期
課
程
の
１
年
生
で
、
今
年
の

４
月
に
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
か

ら
来
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
工
学

研
究
室
で
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
は
サ
ニ
ー
、
『
太
陽
の
よ
う

に
明
る
い
』
と
い
う
名
前
で

す
。
今
日
は
私
の
大
好
き
な
ム

ン
バ
イ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ム
ン
バ
イ
の
古
い
名
前
は
ボ

ン
ベ
イ
で
す
。
イ
ン
ド
の
西
海

岸
に
あ
り
、
良
港
に
恵
ま
れ
た

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
州
都

で
、
人
口
が
世
界
第
２
位
、

１
，
４
０
０
万
人
が
暮
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
７
つ
の
島
か

ら
形
成
さ
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
王
朝

の
治
め
る
土
地
で
し
た
が
、
今

で
は
イ
ン
ド
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

国
際
都
市
で
す
。
国
の
税
金
の

40
％
は
ム
ン
バ
イ
か
ら
来
て
い

る
し
、
国
際
貿
易
の
半
分
は
ム

ン
バ
イ
港
を
通
り
ま
す
。
イ
ン

ド
中
央
銀
行
、
イ
ン
ド
証
券
取

引
所
、
多
国
籍
企
業
の
本
部
な

ど
重
要
な
機
関
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

ム
ン
バ
イ
は
も
う
一
つ
名
前

が
あ
り
ま
す
。
『
ボ
リ
ウ
ッ

ド
』
で
す
。
ム
ン
バ
イ
は
映
画

の
制
作
本
数
が
世
界
一
の
映
画

の
町
で
す
。
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
』

に
か
け
て
『
ボ
リ
ウ
ッ
ド
』
と

い
う
わ
け
で
す
。
華
や
か
な
映

画
ス
タ
ー
の
住
む
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
が
並
び
、
そ
の
下
に
は
ス

ラ
ム
が
広
が
る
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
ム
ン
バ
イ
に
は

『
ガ
ン
ジ
ー
博
物
館
』
、
近
く

に
は
世
界
遺
産
『
エ
レ
フ
ァ
ン

タ
石
窟
群
』
が
あ
り
ま
す
。

　

香
美
市
は
静
か
で
、
景
色
が

美
し
く
、
皆
さ
ん
、
と
て
も
温

か
く
て
優
し
い
し
、
と
て
も
い

い
所
で
す
。
６
月
７
日
の
物
部

川
一
斉
清
掃
に
参
加
し
、
興
味

深
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
香
美
市
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　

　

香美史

記訪探
第１５回
庚申堂
（土佐山田町秦山町）
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バ
ッ
チ
ェ
・
シ
ワ
ジ
・

　

ガ
ン
ガ　　　

 　
　
　
　
　
（
イ
ン
ド　

ム
ン
バ
イ
）

　　
作：山田高校マンガ部

掲　

示　

板

しょうめんこんごう

さんし

かのえさる

こうしんどう

　

香
美
史
探
訪
記
に
掲
載
し
た

庚
申
堂
の
夏
祭
り
。
境
内
で
は

少
年
相
撲
が
行
わ
れ
、
境
内
前

の
道
路
に
は
、
夜
店
が
所
狭
し

と
並
び
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
て
大
変
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
建
立
の
経
緯
や
庚

申
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
編

集
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

（
細
木
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編


